青風荘　　フェイスシート

平成　20年　8月　18日　担当：小坂　和子　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　奥山　以依子　様　　　　男・女　　　　昭和24年　12月　29日生（58歳）

	
	〒031-1104　住所　　　　八戸市田面木赤坂35-9青風荘　　　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　なし

	
	発症時期
	S42年頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約48年

	
	入院回数
	　　　　2　回
	延べ入院年数
	　　　　約34年

	医療機関
	　青南病院（主治医）安ヶ平　忠也　医師
	外来受診日
	木曜日（週１回）

	医療区分
	障害基礎年金
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別　

	
	
	
	
	有・無
	　2万円
	（　1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金　1級（　8.3　万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘　

	入所年月日
	Ｈ　20年　4月　3日
	身長
	140Cm
	体重
	55.0Kg

	最終学歴
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八戸　県立北高校　（中退）
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　　名　　奥山　彰二　　　　続柄　弟　　　（同居　・否）

	利用目的

· 長期入院による社会性の欠如の回復と生活能力の拡大

· 服薬、健康管理や社会資源利用の習得

	入院・治療歴　初診日

期間　　　　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　　医療機関

1 昭和42年4月～昭和50年2月　　　　　　　入院　　　　　　　　　青南病院

2 昭和51年4月～昭和55年3月　　　　　　　通院　　　　　　　　　青南病院

3 昭和55年4月～平成17年4月　　　　　　　入院　　　　　　　　　青南病院

4 平成17年4月～　　　　　　　　　　　　　 通院　　　　　　　　　青南病院

	生活歴　

S24年同胞4名の第3子として出生するが、幼少期に兄・姉は亡くなっている。高校入学後、2年時より急激に成績が下がり、高校3年の4月に突拍子もないことをしゃべり始め、物忘れがひどくなった。放浪・滅裂言動・奇行が出現。無為的な状態となり、衝動行為・自殺企図もあったことからS42年4月18日当院受診、1回目の入院となる。入院中も他患者へ乱暴することや、ガラスを割り破片で首を切るなどの自殺企図が数回あったが、衝動行為見られなくなり症状安定した為、S50退院。以後外来通院は行われず、S51年に退院後通院治療を開始するが、S55年より食事を拒否し、絶叫しながら周囲を叩くなどの行動が見られ、S55年4月、2回目の入院となる。その後H17年まで30年の入院歴があり、外部に対する興味関心や意欲の低下、現実検討能力の低下・感情の平板化が著名。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・　保護者である弟は仕事（警察官）の都合を理由にしたり、義妹との関係性も不良の為、疎遠気味となっています。入所してからは外泊もない。8/13に弟家族と2時間ほど墓参りのため外出して来ている。

・　経済面は本人が年金（1級）を受給し管理している。


平成　20年　8月　18（月）

	氏　名
	　　奥山　以依子様
	男・女
	生年月日
	昭和　24年　12月　29日　　（58歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 社会マナ－を学習し、生活技術の向上を図る。　　　

・　社会資源利用の仕方を習得する。




　　　　　　

	これまでの経過（前回評価日　月　月　日）

	・Ｈ20.4.3に入所となっています。自室にこもることなく、ホ－ルでテレビを観て過ごされており、自ら話し掛ける姿は見られませんが、必要な事は聞く事が出来ています。また、他者から話し掛けられると的外れな返答だったりで話が噛みあっていない事が多いですが、笑顔で接している為、トラブルに至ることはありません。5/21より、食事当番を行なっていて、メンバ－の中村様に「よろしくお願いします。」と声をかけていました。睡眠時間も一定しており、22時には休まれ、朝は6時頃に起床されています。服薬に関しても特に問題は見られず、スタッフに確認を取って服用されています。外来受診では「明日は外来ですから・・・」と忘れることはありません。体重55Ｋｇ・体脂肪36.8％と高値であり、青風荘の健康プログラムを通して学習や運動に取り組まれていますが、理解は薄い様子です。毎月、重度医療の申請にスタッフ同行で行っていますが、市役所までの道順や帰りのバスの乗り方に不安な点があり、戸惑っている様子のため引き続き支援していきます。市役所での手続きは問題ありません。5/30に弟様の面会がありましたが、すぐ帰らなければならないと言われ残念そうにしていましたが、7月下旬に時間が取れるとの事で「そうですね。外泊まで待っています。」と返答されていました。8/13に弟様家族と墓参りの外出に2時間程出かけています。

※　7月末に保護者である弟様が扶養から外し、国保加入手続きの申請中です。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 体重・体脂肪過多

　（1度に多量に食べる。食後、すぐ間食する。）
	・主食を一口、残して摂る事を提案し、その必要性を本人に分かりやすい言葉で繰り返し説明する。

・夕食後すぐ、間食している為、夜は摂らないよう促し、朝や日中にするよう指導していく。

・毎朝、6時半からのラジオ体操を継続して頂く。

・健康プログラムを通して間食の摂り方や肥満から起こる、合併症について学習していく。
	　　 ヶ月

	2 保清や衣類調整が上手く出来ない

　（洗髪がきちんと出来ない。）
	・入浴の際はその都度、声をかけて見守り出来ていない時は説明しながら介助する。

・場所や季節に、その衣類で合っているのか、本人に確認を促し、難しい場合はアドバイスや介助をする。
	　　 ヶ月


プラン計画者　氏名：　小坂　和子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室










本人（58歳）











保護者：彰二（56歳）
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